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Ⅰ．はじめに
　田代三喜は室町時代の末期に越生（現・埼玉県）に生まれ，医学を学ぶために僧となり明に留学し，李東垣・朱丹渓の医
学（李朱医学）を学び，我国に導入した人物である．名を導道といい，諱（イミナ）は三喜，字は祖範．また，範翁，廻翁，
支山人，意足軒，江春庵，日玄，玄淵，善道などの多くの号を持つ．近世における東洋医学の歴史に触れると，まず，最初
に登場する人物が田代三喜（1465 ～ 1537）であり，その次に登場する人物は曲直瀬道三（1507 ～ 1593）である．道三は京
都に生まれ，22 歳のとき足利学校に遊学し医学を学んだ．その後，田代三喜と出会い，三喜の門に入り師事すること 7年
間，李朱医学を学んで京都に帰り，啓迪院という学舎を開き医学教育を行った．啓迪院には多くの門人が集まり，道三流の
一大学派を形成するに至っている．
　田代三喜が歴史上に名を残すことになったのは，道三が日本文化の中心地，京都で門人を教育したことによる．道三あっ
ての三喜，三喜あっての道三との関係になる．三喜が住んで活躍した関東地方の古河や足利は京都から遠く隔たったところ
である．李朱医学を道三に伝授した師として，またその開祖として日本の近世医学に多大な貢献を果たしたのは確かである
が，残された資料も少なく不明となっている部分も多くある．三喜に関する資料は，没後 350 年を経て栃木県佐野の漢方医
で浅田宗伯と親交のあった服部政世なる人物が明治 22 年 9 月，当時残されていた三喜に関する文献を整理し，正伝をまと
め「三喜備考」として出版したという．明治以後，三喜伝記の基本資料とされているものである．
Ⅱ．田代三喜の出生地
　田代三喜は，寛正 6年（1465）4月 8日，田代冠者兼綱の子として，現・埼玉県入間市越生町大字古池 464 番地に出生した
という．末裔の吉沢氏宅屋敷の入り口に『史蹟田代三喜の生地』という埼玉県の史蹟指定の石碑が建てられており，また越生
町教育委員会の史蹟指定の高札も建てられている．この出生地に関し一説には川越との説もあるが，まず 1つは父が川越藩の
侍医を務めていたことにあると思われる．またもう1つの理由として，北関東は京都からみれば僻地といってもよいくらいの距
離がある．川越は鎌倉時代より，鎌倉街道の「上の道」の宿場であり，越生は
名もないような山村である．川越から越生までの距離は約 25km程であり，出
生場所を分かりやすく説明するには「川越の近くの越生で生まれた」との表現
が一般的である．この2つのことが川越と越生の2説を生んだものと思われる．
我国後世派医学の祖「田代三喜」
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田代三喜の生地（左の家屋は末裔の吉沢家） 田代三喜の生地（顕彰碑）
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Ⅲ．15歳にして医学を志す
　田代家は代々医家の家系といわれているが，父兼綱はおそらく外科系の医師であったと思われる．僧であったとの記録は
見当たらない．当時，内科系の医学を学ぶためには僧侶にならないと医学を学ぶことができない時代であった．文明 11 年
（1479） 三喜が 15 歳のとき，妙心寺（京都）に入り僧侶となり医学を学び，更に足利学校にて研鑽を積み，国内で十分な知
識を得て明に留学することになる．
　この足利学校は宣教師フランシスコ・ザビエルにより，日本にある有力な大学として海外にも紹介されている．創立に
ついては平安時代ともいわれ，不明な点もある．1439 年に関東管領の上杉憲実によって再興され，鎌倉円覚寺の僧「快元」
が庠主に招かれて再興となったと伝えられる．
　三喜が足利学校での修行を終え明に留学したのは長享元年
（1487）といわれている．その時 23 歳，商船に便乗して明へ
行ったといわれているが，出航したところが何処なのか，正確
な場所に関する資料を見出すことは困難である．
　そこで，かつて妙心寺に僧侶になって入っていることを考慮
に入れ考察を進めていくと，妙心寺の支援者は中国地方の有力
な大名である大内氏である．大内氏は日明貿易，日朝貿易で相
当な経済力をつけた大名であり，明への留学生の支援も行って
いたものと思われる．とすれば，明への渡航は山口から大内船
に便乗したことになる．
　それより遡ること，山口からは応仁元年（1467）雪舟（1420
～ 1502・相国寺の画僧）も入明，同年，桂庵玄樹（1427 ～
1508・南禅寺の僧）も入明しているので，大内氏の寺院への強
力な経済的支援があってこそ，この時代留学がすることができ
たものと思われる．
　三喜が入明した地は，先に入明していた日本人僧「月湖」の
寓居していたところであって，銭塘（現在の浙江省）といわれ
ている．月湖がいつ頃，明に渡ったかは不明であるが 1455 年
に「全九集」を著し，翌年の 1456 年には「済陰方」を著して
おり，既に明でも名医とされていた．月湖がこれらの書物を著
すには 10 年以上の歳月を明で過ごしているのではないかと思
われる．三喜が月湖の元で 12 年間の修行を終えて日本に帰国
する際，携えてきた書物でもある．
　月湖の著した「全九集」の学説については，虞天民の「医学
正伝」の影響を受けていることが分かっている．天民の説くと
ころの医説は，李朱医学ではあるが朱丹渓の説を重要視してい
る．李朱医学を基本にしながらも張仲景，孫思邈，李東垣等の
田代三喜翁顕彰会記念碑のある最勝寺
　　　  （越生町大字堂山）
昭和 61 年 4 月 15 日に建てられた最勝寺境内の
三喜翁記念碑
 田代三喜も曲直瀬道三も学んだ足利学校，象徴と
なっている「学校門」
足利学校の「方丈」と「庫裏」の建物
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諸家の説を折衷しているという．月湖の著した書物には一流派に偏るための弊害が既に述べられており，この思想は後の三
喜や道三にも広く受け継がれている．
Ⅳ．明から帰国後の活躍
　明応 7年（1498）、34 歳のとき明の医書を携えて帰国した．暫く鎌倉の円覚寺江春庵に住んで医療を行っていたとされて
いる．円覚寺に住んだのは足利学校再興のとき招かれて庠主となった快元のいたところであり，足利学校との関係を持って
いる寺院と思われる．その後，足利に移り住み，文亀 3年（1503）に「当流和極集」を著しているが，足利学校では今日，
残されている資料のなかには，田代三喜や曲直瀬道三に関する記録，また三喜の著作などの資料は発見されていない．
　永正 6年（1509）45 歳のとき，古河公方足利成氏に招請されて古河に移った．このときから僧籍を離れて妻帯したとい
われている．また茨城，埼玉，千葉の広い地域に馬に乗って往診に出かけることも多くあり，古河の三喜として名声が関東
一円に知れ渡るようになったという．
　三喜の著作で代表的著作となるのは，弘治 2年（1556）の三喜十巻書「三帰廻翁医書」である．
　これによって三喜の医説を知ることができる．全ての病因を『風』と『湿』のニ邪に分け，寒暑燥火も風湿の消長によっ
て起こる現象であるとし，体内にあって病を受け入れるものは『血』と『気』と『痰』であるとした．そして，病は血の病，
気の病，痰（水毒）の病に分類ができるとした．また特に 3つの中でも血と気の 2つがより重要であると説いている．江戸
時代も後期に差し掛かった頃，古方派の大家として知られる吉益南涯（1750 ～ 1813 ） が気血水説を主張しているが，それ
は遡ること 200 年前既に三喜が発表している学説である．このことからも医学史上，日本漢方の源流は田代三喜に見出すこ
とができるのである．
Ⅴ．晩年の三喜
　大永 4年（1524）60 歳のとき，越生に帰り時々古河や足利
方面へ出かけるようになったといわれている．その後，京禄 4
年（1531）11 月，67 歳のとき当時 25 歳の曲直瀬一渓と福島県
の柳津で出会い，一渓は三喜の門に入ったといわれている．道
三の名前は三喜の名である導道の一文字と，諱（イミナ）であ
る三喜の一文字を取ったものといわれている．
　道三の著に『涙墨紙』というのがある．これは三喜が晩年病
となり，既に死期の近い病床にありながら病苦を省みず道三の
ために口述を続けたものを書きとめたもの．このとき，道三は
感極まって涙で墨をすり筆記を続けたといわれている．三喜の
元で修行したのは 7年間とされているので，道三が京都に帰る
頃三喜は 74 歳になっていたことになる．
　天文 13年（1544）年 4月 15日，三喜 79歳，古河で病をもって 
死去したという．病名については不明である．古河永仙院過去 永仙院墓地の三喜翁供養碑
道三の墓のある京都・十念寺 道三の顕彰碑
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帳には「三喜一宗居士　天文十三年甲辰四月十五日」と記されているとのことである．死後三喜の遺骸は永仙院墓地に埋葬
されたが，永仙院は廃寺となってしまい，墓地跡に三喜松と呼ばれる古松があり，そこが三喜の墓地であったといわれてい
た．ところが古松が枯れてしまったのでその後，樅の木が植えられたと伝えられている．
　昭和 17 年 9 月，この樅の木に向かい右隣に「医聖田代三喜翁供養碑」が建てられた．供養碑と刻まれた右側には『天文
十三年甲辰四月十五日』と刻され，更に左側には『医聖今何処　星霜四百年　追壊茫如夢　弔古拝碑前　　大和長谷寺化主 
大僧正正盛書』　と刻まれている．
Ⅵ．田代三喜木像の由来
　三喜の死後に門人や恩顧を受けた人々によって，三喜の徳を慕い木像が作られた．人々は三喜を健康の守り神のごとく思
い，部落から部落へと背負って巡回して祀ったものであろうとされている．木像には背負うように紐が通されていたとい
う．ある時，木像を管理していた門人の子孫の家で家運が傾いたためこの像を質入をしたり，質屋でも不吉なことが起こっ
たりで，文化 2年（1805）頃，ついに一向寺に奉納されたという．
　以来，門外不出の木像であったが，明治26年4月，東京で開催された第2回日本医学会総会の折，「医家先哲遺物陳列会」
が催されて，一度だけ公開されたという．その数年後の明治 34 年 2 月 8 日，古河一向寺が火災に遭い，木像は消失したと
いう．火災の起こった当日はおりしも強風が吹き荒れ，渡良瀬川を航行する汽船の煤煙が飛んで来て，一向寺をはじめ長谷
村一帯に火災が発生したのであった．
　現在，一向寺にある三喜像は昭和 8年一向寺住職が仏具師に依頼し，作製させたもので 2代目である．富士川游の「日本
医学史」には『我が邦，名医多しといえども，像祀せらるるは，古来ただ鑑真と田代三喜あるのみ』と記されている．古河
市一向寺の本堂に安置されているので，訪れて一向寺住職のお話しと共に拝観されることをお勧めしたい．
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